
　　

Â トルコリラ/円

Â イスラエルシェケル/ドル

Â メキシコペソ/円

Â 9月18日FOMC議事録

Â インフレリスクとドル下落

Â GDPと資金の流れ

Â 株価から見る欧州経済

Â ユーロ/円の支持・抵抗

Â 指標で見る英国

Â 上げ百日下げ三日

Â カナダの利上げ動向

　夏の暑さが嘘のように落ち着き、時折吹く冷たい風が秋の訪れを感じさせます。秋といえば、読書
の秋や運動の秋など様々な秋がありますが、やはり食欲の秋は外せません。米などの収穫期にあ
たる秋は食べ物が美味しく感じる季節です。関東圏ではすでに収穫期の終盤を迎えており、早くも
新米が市場に出回り始めています。
　しかし、近年の米の品質が温暖化に伴う高温障害により低下している事をご存知でしょうか。特
に今年は十数年ぶりの猛暑が続いた事で、全国的に米の品質が落ちているようです。
　このように年々温暖化が進む中で、その影響が私たちの身近な所でも起きています。たとえ暑さ
が過ぎ去ったとしても、着実にその影響は出ています。私たちは何が出来るかを考え、些細な事で
あっても実行していかねばならぬ時期に入っています。一人一人の意識が大切なのです。
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トルコリラ/円

　非常に高い金利が魅力のトルコリラですが、今年の動きを見てもか
なり大きな値動きがあることがわかります。高い金利につられてチャー
トも見ないで参入すると、痛い目にあいますので、十分に注意です。
　そのトルコリラにおいて、特に注意しなければならないのが国内政
治です。最近の選挙においてギュル氏がイスラム系の候補として初
の大統領に選ばれましたが、世俗派との対立や、軍の介入などが予
想され、情勢は非常に不透明なものになっています。
　一方でEU加盟に向けて国内改革を行っており、IMFとの協調に基
づく経済成長を推進しています。07年第2四半期GDP成長率は年率
で+3.9%と前回よりは低下したものの堅調であるといえます。ただ、EU
加盟に関しては移民問題からフランスなどが、キプロス問題によりギ
リシャなどが反対しており、2006年12月に交渉が一部凍結するなど、
交渉の行方は不透明であると言えます。
　トルコリラに関しては高金利を背景に日本人投資家の間でも人気
が高いことは事実ですが、リスクが高いことも事実です。特にここ最
近は一方的に上昇しているだけに、調整局面入りを視野に入れての
取引が重要といえるのではないでしょうか。
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トルコリラの魅力
金利が17.50%と高い。
EU加盟を目指している。
経済改革推進中

トルコリラのリスク
流動性が低い。

地政学的リスクが大きい
国内政治が不安定

トルコリラ/円 日足



イスラエルシェケル/ドル
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　中東戦争を始めとする、イスラエルとイスラム諸国との長きにわた
る対立を知らない人は少ないでしょうが、イスラエルの通貨単位が
シェケルであるとすぐに出てくる人は少ないかもしれません。
　それでは実際のイスラエルシェケルはどういった動きをしているの
でしょう。左のチャートは今年の日足ですが、更に長いスパンで見
ると、ドル安が進行している事がわかります。シェケルは中東情勢
によって動かされる事が多く、91年の湾岸戦争、01年の同時多発テ
ロ、03年イラク戦争と中東に緊張が高まるとシェケルは売られやす
くなります。ただ、イラク戦争後は中東で大規模な戦闘が展開され
ていない事などを受けて、シェケルは上昇の一途を辿っています。
　今後に関しても、中東情勢が決定的に悪化する可能性は低く、堅
調な動きが予想されます。アラブ諸国がオイルマネーをバックに経
済成長を続ける限り､経済を犠牲にしてまで戦争を行うモチベーショ
ンが高まるとは思えないからです。ただ、国際的に孤立し、国内に
も反対派を抱えるイランのアハマディネジャド大統領が強硬な姿勢
をとっており、一応リスクとして頭には入れておくべきでしょう。しか
し、現状でそこまでの心配をする必要はなく、今後もシェケルは買
いやすい展開が続くでしょう。

【8月6日】
イスラエルのオルメルト首相、パレスチナ自治政府のアッバス首相と協議。
【1月20日】
イスラエル軍がパレスチナ自治区ガザで空爆を行う。
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ドル/イスラエルシェケル 日足

イラクのアハマディネジャド大統領
がイスラエル滅亡の秒読みが始
まったとの声明を発表。
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　メキシコペソ/円の取り扱いが出来るようになったので、今回はメキ
シコとペソについて考えてみたいと思います。
　上にメキシコの経済指標をいくつか載せてみましたが、絶対値を見
る限りではそれ程魅力的とはいえないのではないでしょうか。GDPは
他の途上国と比べて低く、消費者物価指数が4%に迫っており、インフ
レリスクは高そうです。貿易収支もマイナスです。小売売上高はそれ
なりのレベルで、内需はしっかりしてそうにもみえます。政策金利に
関してはオーストラリア以上・ニュージーランド以下で高金利通貨と
言って差し支えないでしょう。
　メキシコは地理的に米国やカナダにその経済を依存している面が
あり、今回のサブプライム問題の影響も懸念される所です。ただ、メ
キシコはカリブ海沿岸を中心に油田が多く、資源高の恩恵を受けや
すい事や、人口が1億人を超えるなど多く、今後の成長に関して明る
い材料が多い事もまた事実です。
　現状のメキシコペソ/円は上昇基調にありますが、今年の高値水準
から見れば、まだ上げ余地があるように見えます。スワップポイント
も魅力的で上昇圧力が高まってくるのではないでしょうか。

メキシコペソ/円
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メキシコペソ/円 日足

政策金利 7.25%
GDP(前年比) 2.80%
失業率 3.92%

消費者物価指数 3.79%
経常収支 ‐10.56億
貿易収支 ‐11.72億

小売売上高 4.20%
鉱工業生産 2.40%

消費者信頼感指数 105.3




